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ソテリック・アートの可能性を追求している。作品シリーズ「The Tragedy of Self」（自己という悲劇）
では、悲しみの深層的な解釈の一つである「自己を哀悼する」という事に類似した空間を築き上げ、視
覚的表象を用いて悲しみを表現する方法を編出している。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 アルカディリ・モニラの博士論文はイスラム化される以前の中東世界の根源的な美の感情や精神性へ
独自の視点からアプローチしたものであり、そうした根深い悲しみの美意識が実は現代においても様々
な形で生き延びていることを現代美術や写真映像から音楽演劇や舞踏儀礼までに渡り、詳細に論述した
ものである。論考は大きく４章に分けられ、それぞれの構成、論述の進め方、細部と全体の照応等もよ
く考えられていて、問題はない。忘れられた美意識を、芸術、宗教、歴史、文学といった様々な角度か
ら検証し、その核心を明確に表現しえていると言えるだろう。以上の観点から本論文は学位授与に値す
ると認め、合格とする。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 アルカディリ・モニラの作品「自己という悲劇」は、幸福追求を至上とし、喜び以外の感情を負と位
置づける現代人の一般的な人生観に対する疑問を起点として制作された。これは自身の成長過程で無自
覚ながらも身を浸していたイスラム文化の特性に依拠するものであるが、15歳で祖国を離れ改めて見出
すこととなった悲しみの美しさについての内在的／外在的視点からの深い探求姿勢は作品の自律性を獲
得している。性差を飛び越え、自らの身体をエソテリックな図像に投入し、写真・映像によって固定し
た方法論は、悲しみの感情における審美的な佇まいと死の永遠性への言及にも成功している。以上の理
由から学位授与に値すると考え合格とする。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 アルカディリ・モニラは15歳の時に日本にやって来て以来、10年間に渡り、日本文化とイスラム文化
を平行的に見つめる興味深い表現活動と研究を精力的におこなってきた。近年はアニメーションや写真
映像から、空間全体をひとつの“情動の場”とするようなインスタレーション作品を日本、アラブ諸国、
ロシアなどの個展企画展で発表してきたが、博士論文及び博士作品では、自己のルーツと言うべき、イ
スラム化される以前の中東世界の根源的な感情や思考に新しい光をあて、その独自の美学や美意識の所
在を明らかにしようとしている。 
 21世紀に入り、イスラム圏のアートが活性化し、ドクメンタやヴェニスビエンナーレといった大型国
際展においてイラン、イラク、シリア、パレスチナ、レバノンなどのアーチストたちが 大きな注目を集
めているが、いずれも自らの国の歴史と文化の制度を対象化してゆく独特のアプローチを見せている。
モニラの博士作品及び博士論文はこうした世界的な動向と共振するものであり、世界で活躍するイスラ
ムの作家たちと比べてもそのクォリティや精度は高く評価できるものである。今後、世界的にもますま
す活躍が期待されるだろう。以上の観点から審査委員会のメンバーによる協議の結果、合格とする。 
 
